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令和２年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

栃木県 

行 事 名 称 有形文化財ホテル飯塚邸消防訓練（文化財防火デー） 

実施期間・日時 令和３年１月２６日 １０時３０分～ 

実 施 場 所 栃木県那須郡那珂川町馬頭 

主 催 者 株式会社大田原ツーリズム、那珂川町、那珂川消防署 

■実施内容 

訓練の想定 

飯塚邸（国登録有形文化財兼宿泊施設）敷地内にある４棟の建屋のうち１棟内部から出火。敷地内の他の文化財

である建屋にも延焼の恐れがあると想定。 

訓練の内容 

従業員が火災を発見、他の従業員への周知、消防機関への通報、宿泊者の避難誘導、水消火器による初期消火訓

練を実施。更に消防隊による放水訓練を実施。 

参加者及び役割分担 

株式会社大田原ツーリズム（８名）：119番通報、避難誘導誘導、初期消火 

那珂川町（３名）：現場立会 

那珂川消防署（９名）：放水訓練、講評 

特に工夫した点 

新型コロナ感染対策の為、参加人数を最小限に止めマスク等を着用し実施。 

従業員に海外の方がいたことから、母国語での通報を実施した。 

新聞社、地元ケーブルテレビに訓練の情報発信をしてもらい、住民への文化財の防火意識高揚を図った。 

問題点・課題 

敷地内には文化財である建築物が密集しており、また、それらを宿泊施設として利用している為、火災発生場所

により避難経路や避難場所の選定状況により臨機応変な対応が求められる。 

さらに、市街地にある為、周囲への延焼防止等の課題がある。 

その他 

本年度初めて実施したが、これからも継続して実施することが重要と考える。 

訓練風景 

 

  


